
























































































































































































































































































⑥i可添房江 I源氏物語と東アジア世界JNHKブックス 2007 
⑦佐野みどり「王朝の美意識と造形J（『岩波講座日本通史 第6巻』岩波書店 1995) 
⑧同④
＊酎識要旨
江戸英雄氏は、 ①『うつほ物語Jr源氏物語Jr浜松中納言物語』は遣唐使停止後の物語であるが、
そうした中で描かれた遣唐使というものをどう捉えるのか、 ② I浜松物語jは「唐国Jの影響を受け
ているとされているが、散逸物語も含め、「唐土jを描くことにどのような意義があったのか、と訊
ね、発表者は、 ①たとえば、『うつほ物語』「俊蔭J巻では、遣唐使に選ばれた栄光よりも、地の果て
としての唐土へ出発する悲憤な別れというマイナスイメージが顕著である。こうした背後には、小野
重による渡航拒否などの史実が関係しているのではないか、 ②三作品に共通する「唐土」は、東アジ
ア文化の中心であり憧慢の対象としてイメージ形成されている。また、指摘のとおり 『浜松物語』は
散逸した「唐固」の影響も受けているが、先行する 『うつほ物語』も視野に入れるべきだと考えた、
と答えた。
神野藤昭夫氏は、 ①発表資料にある「須磨」の「竹編める垣しわたして、石の階、松の柱」という
箇所は白氏文集をそのまま引用したものであり、極めて深い意味合いとともに受容がなされたはずで
ある。これを紫式部の生活意識として収束させるのは、式部の「知Jを媛小化する恐れがあるのでは
ないか、 ② I浜松物語Iには、平安初期の物語に影響を与えた異郷謹が底流していると思われる、と
意見を述べた。
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